
 

 
 

原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の 
審査委員等の任命を行うに当たっての透明性・中立性の確保に関する自己申告書 

 

 

申告日：令和６年４月１日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

                 （所属及び役職）名古屋大学・教授 

 

                                  （氏 名）   山本章夫              

 

 

「原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の審査

委員等の任命を行うに当たっての透明性・中立性を確保するための要件等につ

いて」に基づく自己申告について 

 

  ＜欠格要件について＞ 

■  「原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の審査

委員等の任命を行うに当たっての透明性・中立性を確保するための要件等につい

て」の２．①から⑤までのいずれにも該当しません。 

 

  ＜報酬等の受領の有無等について＞ 

    □（Ａ） 「原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の

審査委員等の任命を行うに当たっての透明性・中立性を確保するための要件

等について」の３．①及び②のいずれにも該当しません。 

 

   ■（Ｂ） 「原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の

審査委員等の任命を行うに当たっての透明性・中立性を確保するための要件

等について」の３．①又は②のいずれかに該当します。 

     

（備考） 

  １ 上記の該当する□にチェックしてください。 

  ２ （Ｂ）に該当する場合には、様式１に従って該当する項目にその内容を記入の上、

提出してください。 

  ３ 申告日時点で（Ｂ）に該当しない場合でも、本自己申告日以降に（Ｂ）に該当する

ことになった場合には、その時点で改めて自己申告書及び様式１を記入の上、提出し

てください。 

４ 任命後、自己申告書及び様式１に記載された情報（３により追加提出されたものを

含む。）は、行政機関の保有する情報の公開に関する法律（平成１１年法律第４２号。

以下「情報公開法」という。）の不開示要件に該当するものを除き、公開の対象とし

ます。 

５ なお、自己申告書及び様式１については、年度ごとに提出をお願いします。 

６ 氏名欄は、タイプによる印字等で記名してください（署名・押印は必要ありません。）。 

（別添１） 



 

 
 

（様式１） 

 

申告日：令和６年４月１日 

 
 

原子力事業者等からの報酬等に関する申告 

 
 

① 任命前の３年間※１における同一の原子力事業者等※２からの１年度あたり５０万円以上の報酬等
※３の受領の有無について 

該当の有無 原子力事業者等の名称 提供年度 

□有 

■無 
   年度 

 

※１：「任命前の３年間」とは、自己申告日の属する年度の前の３年度及び当該申告年度の申告日までの期間をいいます。 

※２：「原子力事業者等」とは、「原子力規制委員会が原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会の審査委員等の任命を行うに当

たっての透明性・中立性を確保するための要件等について」の２．①の「原子力事業者」、②の「子会社」、③の「団体」及び④

の「原子炉設備メーカー」をいいます。 

※３：「報酬等」には、名目の如何を問わず、同一の原子力事業者等から個人が受領する講演、原稿の執筆、技術支援及び外部有識者会

議への参加等により得られる報酬などが含まれます。 

 

 

②－１ 任命前の３年間における個人の研究又は所属する研究室等に対する原子力事業者等からの寄附

※４の有無について 

該当の有無 原子力事業者等の名称 提供年度 研究テーマ名※５ 使途 金額 

□有 

■無 
 
 

  年度    

 

 
②－２ 任命前の３年間における個人の研究又は所属する研究室等に対する原子力事業者等からの委

託・請負事業、又は原子力事業者等との共同研究※６の有無について 

該当の有無 原子力事業者等の名称 実施年度 契約形態 
研究テーマ名 

※５ 
使途 金額 

■有 

□無 
別紙参照   年度 □委託・請負 

□共同研究 

 

 

  

 

※４：「個人の研究又は所属する研究室等に対する原子力事業者等からの寄附」には、研究室等に所属する他の研究員宛ての奨学寄附金

は含まれません。 

※５：「研究テーマ名」について情報公開法上の不開示要件に該当することから不開示を希望する場合は、その理由を申告して下さい。

その場合は、当該理由を公表します。 

※６：「個人の研究又は所属する研究室等に対する原子力事業者等からの委託・請負事業、又は原子力事業者等との共同研究」に係る金

額には、申告者が研究代表者等として行う研究費について、原子力事業者等以外の機関等を経由して間接的に得る研究費も含み

ます。なお、国の研究の一部として行われる研究事業は含まれません。 

 

 

 
（様式内に収まらない場合には、別葉に御記載願います。） 



【別紙】
2024/4/1

原災法対象事業者等及び
原災法対象事業者等関連

事業者の名称
実施年度 契約形態 研究テーマ名 使途 金額

令和3年度
■委託・請負
□共同研究

核解析コードに関する評価技術の高度
化(その9)*)

研究 3,769,000

令和4年度
■委託・請負
□共同研究

核解析コードに関する評価技術の高度
化(その10)*)

研究 3,769,000

令和5年度
■委託・請負
□共同研究

核解析コードに関する評価技術の高度
化(その11)*)

研究 2,553,000

令和3年度
■委託・請負
□共同研究

FBRの核・遮蔽評価技術に関する助言 研究 637,200

令和4年度
■委託・請負
□共同研究

FBRの核・遮蔽評価技術に関する助言 研究 637,200

令和5年度
■委託・請負
□共同研究

FBRの核・遮蔽評価技術に関する助言 研究 637,200

令和3年度
■委託・請負
□共同研究

中性子束の展開基底を用いた炉心計算
手法の開発*)

研究 977,500

令和4年度
■委託・請負
□共同研究

中性子束の展開基底を用いた炉心計算
手法の開発

研究 1,036,000

令和5,6年度
■委託・請負
□共同研究

中性子束の展開基底を用いた炉心計算
手法の開発

研究 1,036,000

令和3年度
■委託・請負
□共同研究

原子力安全に関する技術指導 研究 398,448

令和3年度
■委託・請負
□共同研究

原子炉の安全性向上に向けた技術開発
に係わる学術コンサルティング

研究 716,960

令和4年度
■委託・請負
□共同研究

原子炉の安全性向上に向けた技術開発
に係わる学術コンサルティング

研究 716,960

令和5年度
■委託・請負
□共同研究

原子炉の安全性向上に向けた技術開発
に係わる学術コンサルティング

研究 716,960

*)は(財)名古屋産業科学研究所の所員として、委託契約による研究を実施

株式会社原子力エンジニアリング

三菱重工業株式会社

原子燃料工業株式会社

三菱FBRシステムズ株式会社


